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浅田達雄さんの裁判に支援してくださったみなさんへ
　春の足音が次第に近づいていることを感じるこのごろです。お元気にお過ごしのことと推察しています。浅田さんは、高裁判決以後ゆったりとマイペースですごされています。
1　急ぎ連絡です。



2　支援する会の取り組み

支援する会は、原告団として1月25日付けで岡山県知事と岡山市長に要望書を提出して浅田達雄さんに謝罪することを求めています。
県知事には

１　浅田さんによる審査請求に対する岡山県の2013年7月3日付け棄却決定について、これが誤りであったと認めること

２　同決定により浅田さんが被った精神的苦痛に対して謝罪すること

３　岡山地裁判決及び広島高等裁判所岡山支部による各判決の趣旨を県下自治体担当課職員に周知徹底すること

以上３点を文章で回答及び話し合いの場を求めます。
岡山市長には
１　岡山市による違法な処分により被った精神的苦痛に対し、原告にこれを謝罪すること

２　岡山地裁判決及び広島高等裁判所岡山支部による各判決の趣旨を岡山市担当課職員に周知徹底すること

３　国（厚労省）からの障害者施策に関する通達等の趣旨を正確に理解した上で福祉行政にあたること。いまだ、介護保険負担上限分の１５,０００円は。一定の条件のもとに福祉より昨年４月より償還されることになっているが、岡山市はいまだ実施していない。

以上３点を文章で回答及び話し合いの場を求めます。県知事、岡山市長からいまだ回答がありません。
岡山県地域人権運動連絡協議会(県人権連)は、浅田達雄さんに対する岡山市の処分は人権問題として看過できないとして、議長の中島純男さんを「浅田達雄さんを支援する会」の代表世話人として送り込み、この６年間の浅田訴訟を障岡連共々、「支援する会」を強力に支えてくださいました。
2月12日、岡山市地域人権運動連絡会(人権岡山)の岡山市交渉に、県人権連の中島議長、吉岡事務局長も同席。岡山市に対して、高裁判決を真摯に受け止め、まずは「浅田さんに謝罪」をすべきではないかと、求めてきました。以下の概要を代表世話人の中島純男さんからの報告です。
２月１１日、人権岡山の交渉の要求内容
人権岡山は毎年、１１月末段階に岡山市への要求をまとめ翌年１月下旬から２月上旬に交渉を行っています。今年は２月１２日に行われ、その交渉に市内の３０数名の人権連役員・会員とともに県人権連役員として、中島と吉岡事務局長が参加しました。岡山市から大森雅夫市長があいさつのあと退席。那須副市長を責任者に教育長と局長、部課長が参加して約２時間話し合いました。
今回の要求内容、その柱は「部落問題解決の到達点」、「街づくりと公共施設の今後のあり方」、「西日本豪雨対策」、「医療・福祉・介護の充実」、「子育て、教育行政の充実」、「公営住宅」「在日外国人に地方参政権を」など１３あり、そこに関連する要求項目が８０項目余りにまとめられています。
浅田訴訟勝利と６５歳障害者問題

そのひとつ、「障害のある方が65歳になったら、自動的に介護保険制度へ移行させる機械的な対応をあらため、実情に即した支援を行われたい」という要求に対して、保健福祉局・障害福祉課から、「介護保険サービスを利用可能な障害者が、65歳になり、今まで利用してきた障害福祉サービスと同様のサービスを介護保険で受けることができるときは、介護保険の申請をして、受けられる介護保険のサービスに不足がある場合に、障害福祉サービスから上乗せなどの給付を行っています。また，介護保険サービスに無いサービス（横だし）については，65歳以後も引き続き利用可能です。今後も，制度の周知に努めるとともに，必要な福祉サービスが途切れることがないよう対応してまいります。」という回答が寄せられていました。
保健福祉局長に対して、「この回答では従前から６５歳障害者に福祉サービスが途切れることなく対応していたごときであり、浅田訴訟の経緯を踏まえていない」と問題を提起。「浅田さんと同じような条件の方が岡山市に対して障害者総合支援法での福祉サービスを申請した場合、岡山市はどう対応するのか」と問いかけます。保健福祉局長は「介護保険申請をしてもらうように説得します。介護保険申請がされない場合、総合支援法にかかる福祉サービスを提供します」と回答。あくまでも介護保険優先の行政姿勢に何ら変化はないという内容で回答でした。
こちらから、改めて次の問題提起です。岡山市が見直しを準備している「岡山市人権教育および人権啓発基本計画・素案」においても、人権啓発と教育の一番の対象は市の職員、とされている。ならば、高裁判決で確定した、浅田達雄さんに賠償までしなくてはならないほどの人権にかかわる違法行政とされた岡山市は、まず浅田さんに謝罪をすべきではないか、そうでないと本当に職員に対しての人権教育ができますか、などと追及。那須副市長は、判決内容は職員に徹底していると回答しましたが、謝罪については明確な回答を避け、検討するとのべました。人権連の参加者は口をそろえて、浅田さんにまずは謝罪すべきではないかと思いを込めて話すのでした。
行政に、制度にいかすために世論を高めよう
　交渉を終えて、帰り道、運転をしながら考えました。思い出したのが、ハンセン病訴訟のことでした。2001年5月11日の熊本地裁裁判での勝利、6月19日に岡山地裁は和解勧告、7月23日に国と全国原告団が和解に基本合意。かつて長島愛生園に出向いて話を聞いたハンセン病元患者の「千葉さん」たちが国との和解後、当時の小泉総理と面談し謝罪の言葉を受けて握手した、ということでした。ハンセン病患者・元患者を九十年にわたり強制隔離してきた国の政策を違憲と断罪され、あの小泉総理にして原告団の方々に謝罪した。一方、岡山市長は浅田訴訟で市民の税金を使ってまで控訴した高裁で争点になった岡山市の行為は違法と断罪されたのに、なぜ当事者、原告の浅田さんに謝らないのか。
　浅田さんの、提訴に至るあの当時の生活実態、行政に対する不信と悲しみ、裁判を続けていくうえでの苦しみなどを想像さえしようとしないのか、と岡山市への不信がさらに募ります。
　司法で出された浅田訴訟の結論を行政にいかす、さらには法制度までに影響させていく、その取組は浅田さんのおかげでスタートラインにたどり着けました。人権確立を基軸に、世論を高めていくために、大いに連帯して取り組んでいかなくてはと、岡山市の交渉へ経て、改めて実感したところです。(「支援する会代表世話人中島純男」(岡山県地域人権運動連絡協議会議長)）
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　大森市長も参加した「人権岡山」との交渉








